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第１章 これまでの成果と課題 

 

１ 第１次計画の策定 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」が平成１３年１２月に施行され、第９

条第２項に「市町村は、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動

推進計画を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状

況等を踏まえ、当該市町村における子ども読書活動の推進に関する施策についての

計画を策定するよう努めなければならない。」と定められています。 

小平市教育委員会は、平成１７年３月に第１次となる「小平市子ども読書活動

推進計画」を策定しました。 

ここでは、すべての子どもが読書に親しむ気運を高めるとともに、市民全体が

読書に親しみ、読書を通して心豊かな生活を送ることができるような環境の整備

や施策の推進に努めることを目的とし、家庭・学校・地域・図書館等が連携しな

がら、小平市における子どもの読書活動の推進に努めるために必要な施策を示し

ています。 

 

２ 第１次計画における取組と成果 

（１）家庭での本との出会い 

健康課が実施している３～４か月児健康診査時に、図書館コーナーを設置して

図書館の児童サービス担当職員が、赤ちゃん絵本リストにある絵本の紹介、図書

館案内、図書館利用者登録申込書の配布を行っています。市内の各図書館では、

配布している絵本リストに掲載した絵本を大勢の方に手に取って見られるように

整備しました。健康診査の後、図書館職員に絵本についての質問をする方や、親

子で図書館を訪れ、絵本コーナーで赤ちゃんと絵本を見たり、「絵本のへや」に

参加する保護者が増えています。 

この事業はその後の図書館利用につながるほか、子どもにとっての初めての読

書の大切さを伝える事業として、健康課と図書館が連携し、健康診査の流れの中

で実施方法を研究、検討しながら実施しています。 

 

（２）地域での本との出会い 

小平市内の子ども文庫は、昭和４７年から、「子どもたちの身近に本を」を合

言葉に、家庭の一室や集会所の一角に本棚を置き、持ち寄った本や図書館の団体

貸出用図書を利用して運営されてきました。本の貸出を行うほか、おはなし会な

どの行事も行って、地域の子どもたちに本を手渡し、本の楽しさ、面白さを伝え

てきました。図書館のネットワークが充実した現在でも小さなお子さんを持つ地

域のお母さん方のよりどころとなっています。 

現在、子ども文庫は４文庫と減ってしまいましたが、小平市子ども文庫連絡協

議会としておはなし会や読み聞かせ、子どもの本に関する講演会などを通じて、
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図書館資料の充実 
魅力ある図書館資料の整備については、新刊図書の購入と子どもたちに読み

つがれてきた基本図書の買い替えなどを並行して行い、調べ学習に役立つ図書

については、内容を吟味して整備を進めました。 
 

行事・広報 
保護者や読書に関心のある市民を対象とした保育付きの講座・講演会や児童

向け講演会の開催、展示コーナーを活用した原画展、図書の展示、ブックリス

トの配布等を実施しました。市報「図書アラカルト」のコーナーや図書館ホー

ムページでは本の紹介などを行って、子どもの本の情報提供にも努めました。 
 

（４）学校 

  児童・生徒の読書の状況 

子どもたちの学校における読書の状況は、平成２０年度の児童・生徒への貸

出冊数を見ると、市内小・中学校２７校でおよそ22万冊の図書が貸出されてい

ます。学校図書館の一人当たりの貸出冊数を見ると、小学校は20冊でした。 

また、協力員が配置されて利用が進んでいる中学校は平成１８年度は1.6冊で

したが、平成２０年度は3.2冊と２倍になっています。 

学校図書館活用計画により各教科における図書利用の促進、読書時間の確保

などで学校の図書館が活用され、貸出が増加しています。 

 

学校図書館のデータベース化と図書館活用 

第１次計画に取り組む中で、小平市では、図書館と小・中学校の教職員を中心

に学校ボランティアの協力を得て、文部科学省が進めている学校図書館のデータ

ベース化を平成１７年度末までに実現しました。平成１８年度からは、中央図書

館に配置された学校図書館相談員が市内の小・中学校の学校図書館を巡回し、配

置されたコンピュータの運用と学校図書館整備の支援を開始しています。 

更に、平成１８年度から３年間の「学校図書館支援センター推進事業」を実施

する中で、中学校には図書館協力員が配置され、調べ学習用図書の集配システ

ムの試行が始まりました。また学校図書館支援センターに所属する学校図書館

アドバイザーを中心に、図書館を活用した授業計画の指導や、専門家による学

校図書館の改善指導等が行われ市内の学校図書館の整備が進みました。 

 

 学校図書ボランティア 

本の読み聞かせや図書の整理などに、平成２０年度は延べ7,294人の学校図書

ボランティアが協力しました。また、学生ボランティアの活動も増えています。 
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３ 第１次計画での課題 

（１）家庭 

図書館で平成２１年５月に実施した「乳幼児読書アンケート」※１によると、

図書館を訪れる家族の90％で家庭での読み聞かせが行われています。なかでも

「お父さんが読み聞かせをしている」率が24％に上っています。若い世代の父

親の育児の傾向と、読み聞かせが子育ての中に定着してきた現代の特徴を見る

ことができます。しかし、全国的な調査※２によると家庭での読み聞かせは、就

学前の子どもの74.5％にとどまっています。小平市でも引き続き、赤ちゃんと

のふれあいを大切にし、幼いときから絵本の楽しさを知ってもらい、父親も参

加し子どもと読書をする環境作りを支援し、家庭での読書活動を推進するため

に、啓発や広報に努めていく必要があります。 

※１ 参考資料 12 「小平市子ども読書活動推進計画のための乳幼児読書アンケート」 平成２１年 

※２ 「全国家庭児童調査結果の概要」厚生労働省 平成１６年 

 

（２）図書館 

おはなし会・絵本のへや 

図書館では、最初の図書館である現在の仲町図書館が開館して以来、各図書

館で「おはなし会」などを行って、子どもたちに読書に親しむ機会を提供して

きました。乳幼児と保護者のための読み聞かせの会である「絵本のへや」事業

は、平成５年から開始しました。図書館の児童図書の貸出冊数は毎年増加して

いますが、図書館で行われるおはなし会の参加人数は、減少傾向にあります。

乳幼児読書アンケートの結果を見ると、おはなし会の土曜日や日曜日の開催を

望む意見も寄せられ、実施時間等の工夫が求められています。 

 

  子どもの図書館利用とティーンズサービス 

子どもの図書館の利用に関して、平成２０年度の図書館の登録率は、乳幼児

は26.2％ですが、小学生と中学生は100％、高校生も90.6％という高い水準にあ

ります。しかし利用率を見ていくと、小学生は62.3％、中学生は31.2％、高校

生は23.6％となっています。学齢前の乳幼児の利用の推進と、利用が大きく減

少するティーンズへのサービスの充実も大きな課題です。 

 

  学校との連携推進 

学校図書館との連携推進事業が開始されて学校との連携が進んできています

が、学級文庫への団体貸出の集配システムの整備や学校から希望される調べ学

習用図書の整備等が課題となっています。 

 

  図書資料の充実 

乳幼児読書アンケートには、新刊図書の購入等にも意見が寄せられ、子ども
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たちと保護者にとって魅力ある本をいかに揃えていくかが求められています。 

 

行事・広報 

乳幼児読書アンケートでは、おはなし会などの行事そのものを「知らなかっ

た。」という意見も10.7％あるため、市報や図書館ホームページの「こどもと

しょかん」の充実を含め、広報の効果的な活用についての検討も必要です。 

 

（３）学校 

  児童・生徒の読書の状況 

平成１９年１２月に実施された東京都の「児童･生徒の読書の状況に関する調

査及び学校における読書活動等に関する調査」によると、小平市の小学生の7.8％、

中学生の27.3％が最近１か月に本を１冊も読んでいないという結果が報告され

ています。 

毎日新聞社と全国学校図書館協議会が共同でまとめた第５４回学校読書調査

（平成２０年６月）に示された小学生5％、中学生14.7％という不読者（１か月

に１冊も読んでいない者）の割合と比較すると、本市において取り組んできた

子どもの読書活動の推進が、全学年にわたり十分効果を上げていない状況がう

かがえます。しかし、学校図書館協力員が配置された中学校の不読者の率を平

成１５年度の調査と比較すると１年生と３年生では減少していることが分かり、

小学校への協力員の配置が課題となっています。 

 

  学校図書館の蔵書 
学校の蔵書の学校図書館図書標準の達成状況については、小・中学校全体で

は、平成２０年度には、小学校が92％、中学校が101％の達成率となっており、

年ごとに整備が進んでいます。蔵書の総冊数は小学校が165,965冊、中学校が

98,910冊となっています。しかし、各校ごとの達成率は市内の小学校の42.1％、

中学校の37.5％が達成しているのみとなっており、全校の達成には時間がかか

っています。学校によっては、内容情報が古い図書等を廃棄し、買い替えを進

めながら図書標準の達成に取り組んでいることも原因の一つと考えられます。

学校図書館を読書センター、情報センターとして活用するために引き続き、蔵

書冊数の学校図書館標準の全校達成に取り組み、蔵書内容の充実を図るため購

入方針や廃棄基準などを整備していくことが求められます。 
 
 
 
 
 
                                  




